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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は建築物の避難シミュレーションシステムを開発し、災害時の避難行動を分析することで、建築計画におけ
る避難安全性を論じており、その特徴は、火災時だけでなく地下空間浸水時を扱っている点、想定される避難経路上
に障害が発生した場合を扱っている点にあり、実際に起こった浸水事故事例を参照して、その適用性を示すとともに、
災害時の仮想建築物内をウォークスルーできるシミュレータを開発して、従来の防災計画で想定されていない障害が
発生した際の避難行動の分析を行うことで、建築物の避難安全性向上のための重要な要件を明らかにしている。主な
成果は次の通りである。 
⑴ 居室の出口と階段室が近接している場合に、居室の廊下側で避難者の滞留が生じ、避難安全検証法よりも避難時
間が長くなること、避難階における階段出口で滞留が生じることで、避難安全検証法よりも避難時間が長くなること
などを明らかにしている。 
⑵ 当該シミュレーション上で建築物の地下空間浸水のモデル化を行い、過去の浸水事故事例に適用した結果、各居
室における避難状況が当該浸水事故の調査報告とほぼ一致し、事故が発生した建築物の改修前後を比較することで、
建築物の地下階における間仕切変更が浸水時の避難安全性に大きく影響したことを明らかにしている。 
⑶ 仮想建築物内をウォークスルーできるシミュレータを用いて、災害時における避難行動を分析した結果、日常動
線や予め想定された一意に決まる避難経路上に障害が発生した際、他の避難経路を再選択するのに平均避難時間の約
１割を要すること、他の避難経路を探索する際は、その後の経路選択にばらつきが多く見られること、その際、誘導
灯の向きが逆となりかえって危険になることなどを明らかにしている。 
⑷ 避難シミュレーションシステムにおいて、一意に決まる避難経路上に障害が発生した場合の避難時間は、当初か
ら一方向で避難する場合の避難時間に比べて約３割以上長くなることから、避難開始時の的確な誘導情報がきわめて
重要であることなどを明らかにしている。 
 以上のように本論文は、巨大地震による津波や集中豪雨による浸水被害が懸念される中で、地下空間浸水時を考慮
した避難シミュレーションシステムを開発し、災害時の避難行動を分析することで、建築物の避難安全性向上に資す
る重要な要件を明らかにしている。また、従来の防災計画では想定されていない複合する障害が発生する際の避難行
動の解析手法を構築しており、大規模化する建築物の防災計画策定に寄与するところが大きい。またその成果は建築
計画学の研究発展に貢献するものである。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。 
